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『
明
治
三
十
八
家
絶
句
』
巻
上
（
一
）

�

高
津
　
孝
　

　
『
明
治
三
十
八
家
絶
句
』
三
巻
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
に
よ

る
と
、
封
面
上
欄
「
辛
未
初
春
鼎
鐫
」
下
段
「
溪
琴　

雲
嶺　

亥
軒　

朴

齋　

梅
東　

佛
山　

黄
石　

青
村　

湖
山　

翠
雨　

春
帆　

鐡
心　

枕
山

　

春
濤　

船
山　

靜
逸　

小
淞　

松
塘　

鳳
陽　

精
所　

秋
村　

學
齋　

聽
秋　

摩
齋　

天
江　

香
谷　

蓼
處　

汚
堂　

林
外　

水
香　

松
陽　

香

雨　

石
埭　

大
受　

紅
蘭　

天
章　

梅
塢　

即
山/

明
治
三
十
八
家
絶
句

/

平
安
書
肆　

文
政
堂
／
擁
萬
堂
合
梓
」、
刊
記
に
「
明
治
三
年
庚
午
四

月/

官
許/

書/

肆/

東
京
日
本
橋
通
一
丁
目　

須
原
茂
兵
衞/

同
所
二

丁
目　

山
城
佐
兵
衞/

大
阪
心
斎
橋
南
一
丁
目　

松
村
九
兵
衞/

同
筋
北

久
太
郎
町　

浅
井
吉
兵
衞/

京
都
寺
町
通
五
條
上　

藤
井
佐
兵
衞/

同
町

　

額
田
正
三
郎
」
と
あ
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
、
庚
午
）
四
月
に
官

許
を
得
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
、
辛
未
）
一
月
に
、
京
都
の
書
肆
文

政
堂
と
擁
萬
堂
の
共
同
出
資
で
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は

三
十
八
人
の
詩
人
、
七
七
五
首
を
収
め
る
。
最
多
は
三
八
首
の
春
濤
、
最

少
は
一
二
首
の
春
帆
、
摩
齋
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
で
は
、

刊
記
に
「
皇
都/

書
林/

藤
井
文
政
堂/

寺
町
通
五
条
上
ル
町/

山
城
屋

佐
兵
衞
」
と
あ
り
、
後
刷
り
で
あ
ろ
う
。
上
巻
巻
頭
に
、
山
本
秀
夫
（
弦

堂
）１
の
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
、
己
巳
）
十
二
月
の
序
が
付
さ
れ
、

下
巻
巻
末
に
中
村
彝
（
確
堂
）２
の
跋
「
題
明
治
三
十
八
家
絶
句
」
が
付

さ
れ
て
い
る
。
山
本
弦
堂
序
に
「
書
賈
擁
萬
堂
主
人
輯
當
今
諸
家
之
詩
、

名
曰
明
治
三
十
八
家
絶
句
」
と
あ
る
の
で
、
編
者
は
擁
萬
堂
主
人
額
田
正

で
あ
る
。
額
田
に
は
、
こ
の
他
に
編
著
と
し
て
『
安
政
三
十
二
家
絶
句
』

三
巻
（
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
序
刊
）
が
あ
る
。

　

本
訳
注
は
、
平
成
三
〇
年
度
前
期
鹿
児
島
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学

研
究
科
国
際
文
化
論
専
攻
「
中
国
文
学
特
論
」
に
お
い
て
学
生
と
と
も
に

講
読
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
吉
田
隆
、
紀
艶
、
楊
光
宇
、

高
欣
妍
の
三
名
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
に
拠

り
、
書
き
下
し
は
そ
の
訓
点
を
参
考
に
し
た
。

溪
琴　

十
九
首

　

溪
琴
菊
池
先
生
３
。
名
は
保
定
、
字
は
子
固
、
別
號
は
海
荘
。
紀
伊
の

人
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
戊
午
の
生
ま
れ
。

１　

山
本
弦
堂
（
一
八
二
三

－

七
三
）、
名
は
實
慶
、
字
は
秀
夫
、
幕
末
の
医
者
、
儒
学
者
。
江

戸
後
期
の
著
名
な
本
草
学
者
山
本
亡
羊
の
三
男
で
あ
る
。
明
治
元
年
閏
四
月
典
薬
寮
官
人
か
ら

大
学
寮
講
師
と
な
り
、
明
治
四
年
六
月
東
京
で
、
太
政
官
権
少
史
と
な
り
、
修
史
館
を
兼
務

し
た
。
中
島
民
之
介 『
山
本
亡
羊
先
生
小
伝
』 （
舊
京
都
博
物
會
、
一
九
〇
九
年
）
に
よ
る
。

２　

中
村
確
堂
（
一
八
三
二

－

九
七
）、
名
は
彝
、
字
は
士
訓
、
通
称
は
鼎
五
、
号
は
確
堂
、

近
江
水
口
藩
士
山
形
正
陽
の
子
で
、
水
口
藩
儒
中
村
栗
園
の
養
子
と
な
る
。
幕
末
期
、
勤
王

の
志
士
と
交
流
し
、
長
州
戦
争
に
従
軍
、
戊
辰
戦
争
で
は
禁
裏
を
警
護
、
維
新
後
は
、
学
校

督
学
、
埼
玉
師
範
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
国
書
人
名
辞
典
』
に
よ
る
。

３　
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
菊
池
海
荘
：
き
く
ち

－

か
い
そ
う
：
一
七
九
九

－

一
八
八
一
、

江
戸
後
期

－

明
治
時
代
の
漢
詩
人
。
寛
政
一
一
年
九
月
二
五
日
生
ま
れ
。
生
家
は
紀
伊
有
田

郡
（
和
歌
山
県
）
の
豪
商
。
砂
糖
問
屋
の
江
戸
店
を
つ
ぐ
。
大
窪
詩
仏
に
ま
な
び
、
広
瀬
旭

荘
ら
と
ま
じ
わ
る
。
天
保
年
間
に
郷
里
で
窮
民
救
済
に
つ
く
し
、
幕
末
に
は
海
防
策
を
建
白
、

農
兵
を
組
織
し
た
。
明
治
一
四
年
一
月
一
六
日
死
去
。
八
三
歳
。
本
姓
は
垣
内
。
名
は
保
定
。

別
号
に
渓
琴
。
詩
集
に
「
海
荘
集
」、
著
作
に
「
国
政
論
」
な
ど
。
松
下
忠
「
菊
池
海
荘
の

詩
及
び
詩
論
」（『
和
歌
山
大
学
学
芸
学
部
紀
要
人
文
科
学
』
第
十
号
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ

れ
ば
、
菊
池
海
荘
の
詩
集
は
五
点
存
在
す
る
。『
秀
餐
樓
初
集
』（
秀
餐
樓
集
）
五
巻
（
文
政

一
二
年
（
一
八
二
九
）
刊
、
文
政
一
一
年
ま
で
の
詩
を
収
録
）、『
溪
琴
山
房
詩
』（
溪
琴
山

房
集
、
溪
琴
山
人
二
集
）
六
巻
（
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
刊
、
文
政
一
二
年
か
ら
天
保
七
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東
北
平
定
歌
五
首　

其
一　
　

東
北
平
定
４
の
歌　

五
首　

其
の

一
５

恩
露
惠
風
洗
戰
塵　
　

恩
露
６　

惠
風
７　

戰
塵
８
を
洗
ふ

歡
呼
起
舞
億
兆
人　
　

歡
呼
９　

起
舞

10　

億
兆

11
の
人　

至
尊
遙
自
紫
宸
望　
　

至
尊

12　

遥
に
紫
宸

13
自
り
望
む　

北
道
花
開
千
里
春　
　

北
道　

花
開
く　

千
里
の
春
（
上
平
十
一
眞
：
塵
、

人
、
春
）

　

東
北
の
反
乱
を
平
定
し
終
わ
り
、
天
皇
陛
下
の
恩
徳
は
露
や
風
の
よ
う

に
戦
い
の
塵
埃
を
洗
い
流
し
た
の
で
、
我
が
国
の
す
べ
て
の
人
々
は
歓
呼

し
、
立
ち
上
が
っ
て
舞
い
踊
っ
た
。
天
皇
陛
下
が
京
都
の
紫
宸
殿
か
ら
は

る
か
に
眺
め
ら
れ
る
と
、
北
へ
向
か
う
道
は
千
里
の
彼
方
ま
で
花
ひ
ら
く

春
で
あ
る
。

　
　
　

其
の
二

14

悠
久
神
威
流
不
休　
　

悠
久　

神
威

15　

流
て
休
ま
ず　

北
辰
星
下
布
皇
猷　
　

北
辰

16　

星
下　

皇
猷

17
を
布
く　

即
今
御
府
新
圖
籍　
　

即
今

18　

御
府

19　

新
圖
籍

20 

添
見
蝦
夷
十
一
州　
　

添
へ
見
る　

蝦
夷　

十
一
州
（
下
平
十
一
尤
：
休
、

猷
、
州
）

　

歴
史
あ
る
皇
室
の
威
光
は
過
去
か
ら
現
在
ま
で
流
れ
て
已
む
こ
と
は
無

い
。
天
の
北
極
星
の
も
と
、
天
皇
の
教
化
は
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
。

年
ま
で
の
詩
を
収
録
）、『
海
荘
集
』（
溪
琴
山
人
三
集
）
三
巻
（
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
刊
、

天
保
八
年
か
ら
弘
化
四
年
ま
で
の
詩
を
収
録
）、『
溪
琴
山
人
第
四
集
』（
写
本
一
冊
、
嘉
永

元
年
か
ら
嘉
永
三
年
ま
で
の
詩
を
収
録
）、
貴
志
康
親
編
『
海
荘
遺
稿
』（
昭
和
五
年
刊
、
菊

池
海
荘
先
生
建
碑
會
）
が
あ
る
。『
海
荘
遺
稿
』
に
は
、『
明
治
三
十
八
家
絶
句
』
全
体
を
評

し
た
「
書
明
治
三
十
八
詩
後
」
十
二
首
を
収
め
る
。

４　

戊
辰
戦
争
を
指
す
。
戊
辰
戦
争
と
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
の
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
か
ら
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
五
月
の
箱
館
戦
争
ま
で
の
戦
争
を
い
う
。
慶
応
四
年

の
干
支
が
戊
辰
で
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

５　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
恩
露
惠
風
」
を
「
慈
雨
仁
風
」
に
作
り
、「
億
兆
人
」
を
「
日

東
民
」
に
作
る
。

６　

恩
惠
、
恩
沢
。『
三
國
演
義
』
第
九
一
回
「
我
當
奏
之
天
子
、
使
爾
等
各
家
盡
霑
恩
露
、

年
給
衣
糧
、
月
賜
廩
祿
。」

７　

仁
愛
、
仁
政
の
比
喩
。 

漢·

張
衡
『
東
京
賦
』「
惠
風
廣
被
、
澤
洎
幽
荒
。」

８　

戦
場
の
塵
埃
。
戦
争
を
さ
す
。
唐·

司
空
圖
・
河
湟
有
感
詩
「
一
自
蕭
關
起
戰
塵
、
河

·

湟
隔
斷
異
鄉
春
。」

９　

楽
し
げ
に
声
を
上
げ
る
。『
東
觀
漢
記
』
王
霸
傳
「
賊
眾
歡
呼
、
雨
射
營
中
。」

10　

立
ち
上
が
っ
て
踊
る
。『
國
語
』
晉
語
二
「
驪
姬
許
諾
、
乃
具
、
使
優
施
飲
里
克
酒
。

中
飲
、
優
施
起
舞
。」

11　

極
め
て
多
数
。『
書
』
泰
誓
中
「
受
有
億
兆
夷
人
、
離
心
離
德
。」

12　

皇
帝
の
代
称
。 

『
漢
書
』
西
域
傳
上
・
罽
賓
國
「
今
遣
使
者
承
至
尊
之
命
、
送
蠻
夷
之

賈
。」

13　

宮
殿
の
名
、
天
子
の
居
所
。
唐·

杜
甫
・
冬
至
詩
「
杖
藜
雪
後
臨
丹
壑
、
鳴
玉
朝
來
散

紫
宸
。」

14　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
流
不
休
」
を
「
振
五
洲
」
に
作
り
、「
布
皇
猷
」
を
「
定
皇
猷
」

に
作
る
。

15　

神
霊
の
威
德
。『
雲
笈
七
籤
』
卷
九
六
「
叩
商
百
獸
舞
、
六
天
攝
神
威
。」

16　

北
極
星
。『
論
語
』
為
政
「
子
曰
、
為
政
以
德
、
譬
如
北
辰
、
居
其
所
而
眾
星
共
之
。」

17　

帝
王
の
謀
略
或
い
は
教
化
。
南
朝·

梁·

沈
約
・
齊
太
尉
文
憲
王
公
墓
銘
「
帝
圖
必
舉
、

皇
猷
諧
煥
。」 

18　

今
日
、
現
在
。
唐·

高
適
・
送
桂
陽
孝
廉
詩
「
即
今
江
海
一
歸
客
、
他
日
雲
霄
萬
里
人
。」

19　

帝
王
の
倉
庫
。『
史
記
』
平
準
書
「
胡
降
者
皆
衣
食
縣
官
、
縣
官
不
給
、
天
子
乃
損
膳
、

解
乘
輿
駟
、
出
御
府
禁
藏
以
贍
之
。」

20　

地
圖
と
戸
籍
。
領
土
と
人
民
を
指
す
。『
荀
子
』
榮
辱
「
循
法
則
、
度
量
、
刑
辟
、
圖
籍
、

不
知
其
義
、
謹
守
其
所
、
慎
不
敢
損
益
也
。」 

楊
倞
注
「
圖
謂
模
寫
土
地
之
形
、
籍
謂
書
其

戶
口
之
數
也
。」
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た
だ
い
ま
、
政
府
に
は
新
し
い
地
図
と
戸
籍
が
備
え
ら
れ
、
北
海
道

（
十
一
州
：
渡
島
国
、
後
志
国
、
胆
振
国
、
日
高
国
、
石
狩
国
、
天
塩
国
、

北
見
国
、
十
勝
国
、
釧
路
国
、
根
室
国
、
千
島
国
）
が
加
わ
っ
た
の
を
合

わ
せ
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

其
の
三

21

鎭
府
名
存
九
百
年　
　

鎭
府　

名
存
す　

九
百
年　

斷
碑
零
落
臥
荒
烟　
　

斷
碑

22　

零
落

23　

荒
烟

24
に
臥
す　

山
河
今
日
復
依
舊　
　

山
河　

今
日　

復
た
舊
に
依
る 

恩
露
春
深
靺
鞨
天　
　

恩
露　

春
深
し

25　

靺
鞨

26
の
天
（
下
平
一
先
：
年
、

烟
、
天
）

　

陸
奥
国
の
鎮
守
府
（
七
四
二
年
多
賀
城
創
建
、
八
〇
二
年
に
胆
澤
城
に

移
る
）
の
名
前
は
九
百
年
後
の
今
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
天
平
宝
字
六
年

（
七
六
二
）
の
年
号
を
記
し
た
多
賀
城
碑
（
日
本
三
古
碑
の
一
つ
）
は
残

欠
し
て
荒
れ
果
て
た
場
所
に
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
山
河
は
今

も
変
わ
ら
な
い
が
、
東
北
の
平
定
に
よ
り
、
天
皇
陛
下
の
恩
沢
は
春
盛
り

の
異
民
族
の
地
に
も
到
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　

其
の
四

27

海
天
初
曙
曉
暾
紅　
　

海
天　

初
は
じ
め
て

曙あ
け

て　

曉
暾

28
紅
し

十
萬
旌
旗
方
向
東　
　

十
萬　

旌
旗

29　

方
に
東
に
向
ふ

蕩
滌
沍
寒
千
古
雪　
　

沍
寒

30
千
古

31
の
雪
を
蕩
滌

32
し

山
河
喜
色
浴
春
風　
　

山
河　

喜
色

33　

春
風
に
浴
す
（
上
平
一
東
：
紅
、

東
、
風
）

　

海
の
水
平
線
に
、
夜
明
け
近
い
頃
、
赤
い
太
陽
が
登
る
よ
う
に
、
十
万

の
大
軍
が
ち
ょ
う
ど
今
東
に
向
か
っ
た
。
極
寒
の
中
、
千
年
も
の
間
降
り

積
も
っ
た
雪
を
溶
か
し
、
山
河
は
喜
び
に
あ
ふ
れ
、
春
風
に
吹
か
れ
て
い

る
。

21　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
零
落
」
を
「
苔
蝕
」
に
作
る
。

22　

残
欠
し
た
石
碑
。
宋·

黃
庭
堅
・
病
起
荊
江
亭
即
事
詩
之
五
「
楊
綰
當
朝
天
下
喜
、
斷

碑
零
落
臥
秋
風
。」

23　

残
欠
し
て
不
全
な
様
。
宋·

曾
公
亮
・
進
唐
書
表
「
文
采
不
明
、
事
實
零
落
。」

24　

荒
野
の
霧
。
荒
涼
と
し
た
地
域
。
唐·

陳
子
昂
・
晚
次
樂
鄉
縣
詩
「
野
戍
荒
煙
斷
、
深

山
古
木
平
。」

25　

春
が
盛
り
で
あ
る
。
唐·

儲
光
羲
・
釣
魚
灣
詩
「
垂
釣
綠
灣
春
、
春
深
杏
花
亂
。」

26　

中
国
古
代
の
少
数
民
族
名
。
周
代
で
は
肅
慎
、
漢·

魏
で
は
挹
婁
、
北
魏
で
は
勿
吉
、

隋·

唐
で
は
靺
鞨
、
五
代
で
は
女
真
と
呼
ば
れ
た
。
松
花
江
、
牡
丹
江
流
域
及
び
黒
龍
江
下

流
か
ら
、
東
の
日
本
海
に
居
住
し
て
し
た
。
こ
こ
で
は
北
方
の
異
民
族
を
指
す
。 

『
隋
書
』

東
夷
傳
・
靺
鞨
「
靺
鞨
、
在
高
麗
之
北
、
邑
落
俱
有
酋
長
、
不
相
總
一
。」

27　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
初
曙
」
を
「
新
霽
」
に
作
り
、「
十
萬
旌
旗
」
を
「
鳳
駕
霓
旌
」

に
作
り
、「
蕩
滌
沍
寒
千
古
雪
」
を
「
一
洗
千
年
氷
雪
色
」
に
作
り
、「
喜
色
」
を
「
草
木
」

に
作
る
。

28　

朝
日
。
唐·

殷
堯
藩
・
金
陵
上
李
公
垂
侍
郎
詩
「
海
國
微
茫
散
曉
暾
、
鬱
蔥
佳
氣
滿
乾

坤
。」

29　

軍
旗
。
軍
士
を
指
す
。 

唐·

王
昌
齡
・
青
樓
曲
之
一
「
白
馬
金
鞍
從
武
皇
、
旌
旗
十
萬

宿
長
楊
。」

30　

寒
気
の
凝
結
す
る
こ
と
。
極
め
て
寒
冷
な
こ
と
。『
左
傳
』
昭
公
四
年
「
其
藏
冰
也
、

深
山
窮
谷
、
固
陰
沍
寒
、
於
是
乎
取
之
。」
沍
、
一
本
作
「
冱
」。

31　

遥
か
古
代
。
北
魏·

酈
道
元
『
水
經
注
』
睢
水
四
「
追
芳
昔
娛
、
神
遊
千
古
、
故
亦
一

時
之
盛
事
。」

32　

洗
い
流
す
。『
古
詩
十
九
首
』
東
城
高
且
長
「
蕩
滌
放
情
志
、
何
為
自
結
束
。」

33　

喜
び
の
様
子
。『
禮
記
』
文
王
世
子
「
今
日
安
、
世
子
乃
有
喜
色
。」
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其
の
五

34

何
者
狡
童
抗
六
師　
　

何
者
の
狡
童

35　

六
師

36
を
抗
ふ　

檻
車
千
里
命
如
絲　
　

檻
車

37　

千
里　

命　

絲
の
如
し

38

罪
臻
大
辟
皆
減
死　
　

罪　

大
辟

39
に
臻
る
も　

皆　

死
を
減
ず

40 

不
似
唐
家
征
蔡
時　
　

似
ず　

唐
家

41　

蔡
を
征
す
る
時
に

42
（
上
平
四
支
：

師
、
絲
、
時
）

　

一
体
ど
う
い
う
狡
猾
頑
迷
な
諸
侯
が
、
天
皇
陛
下
の
軍
隊
に
逆
ら
お
う

と
し
た
の
か
。
彼
ら
を
護
送
す
る
車
は
千
里
も
続
き
、
そ
の
命
は
極
め
て

危
う
い
。
罪
は
死
刑
に
当
た
る
が
、
皆
死
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
有

様
は
、
唐
代
の
憲
宗
皇
帝
が
吳
元
濟
を
蔡
州
で
打
ち
取
っ
た
時
に
、
斬
首

の
刑
に
し
た
こ
と
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

十
五
夜
書
所
見　
　

十
五
夜　

見
る
所
を
書
す
（
十
五
夜
の
名
月

の
夜
、
見
た
ま
ま
を
記
す
）

山
堂
月
上
雨
晴
時　
　

山
堂

43　

月
上
て　

雨
晴
る
る
時

促
得
山
人
閑
適
詩　
　

促
し
得
り　

山
人

44　

閑
適
の
詩

玉
兎
應
嫌
吟
筆
陋　
　

玉
兎

45　

応
に
嫌
ふ
べ
し　

吟
筆

46
の
陋

故
妝
奇
彩
入
雲
帷　
　

故
こ
と
さ
らに
奇
彩
を
妝
て　

雲
帷
に
入
る　
（
上
平
四

支
：
時
、
詩
、
帷
）

 

山
中
の
隠
居
所
に
月
が
上
り
雨
が
止
ん
だ
頃
、
そ
の
情
景
は
隠
居
し
て

山
中
に
過
ご
す
私
を
促
し
て
静
か
で
の
ど
か
な
生
活
を
詠
ん
だ
詩
を
作
ら

せ
た
。
月
は
き
っ
と
、
私
の
ま
ず
い
詩
作
を
嫌
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
と
さ

ら
に
美
し
い
光
を
身
に
纏
い
つ
つ
、
雲
の
と
ば
り
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

己
已
重
陽　
　

己
已

47
重
陽

48（
明
治
二
年
の
重
陽
の
節
句
）

34　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
狡
童
」
を
「
頑
童
」
に
作
り
、「
皆
減
死
」
を
「
猶
寛
宥
」
に

作
り
、「
不
似
」
を
「
不
倣
」
に
作
る
。

35　
『
詩
』
鄭
風
・
狡
童
は
、
公
子
忽
を
風
刺
し
た
作
品
。
後
に
「
狡
童
」
で
狡
猾
頑
迷
な

君
主
を
指
す
。『
史
記
』
宋
微
子
世
家
「
﹝
箕
子
﹞
乃
作
『
麥
秀
之
詩
』
以
歌
詠
之
。
其
詩
曰
：

‘
麥
秀
漸
漸
兮
、
禾
黍
油
油
。
彼
狡
僮
兮
、
不
與
我
好
兮
！
’
所
謂
狡
童
者
、
紂
也
。」

36　

周
代
の
天
子
が
統
率
す
る
六
軍
。『
書
』
康
王
之
誥
「
張
皇
六
師
、
無
壞
我
高
祖
寡
命
。」

37　

護
送
車
。
犯
罪
者
を
収
監
し
た
り
、
猛
獣
を
運
ぶ
車
。『
史
記
』
陳
丞
相
世
家
「
噲
受
詔
、

即
反
接
載
檻
車
、
傳
詣
長
安
。」

38　

生
命
が
細
い
糸
や
毛
髪
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
、
極
め
て
危
う
い
状
況
で
あ
る

こ
と
を
指
す
。『
後
漢
書
』
劉
茂
傳
「
臣
為
賊
所
圍
、
命
如
絲
髪
、
賴
茂
負
臣
逾
城
。」

39　

古
代
の
五
刑
の
一
つ
で
、
死
刑
を
い
う
。『
書
』
呂
刑
「
大
辟
疑
赦
、
其
罰
千
鍰
。」 

孔

傳
「
死
刑
也
。」
孔
穎
達
疏
「『
釋
詁
』
云
、
辟
、
罪
也
。
死
是
罪
之
大
者
、
故
謂
死
刑
為
大

辟
。」

40　

死
刑
を
減
ら
す
。
漢·

荀
悅
『
漢
紀
』
高
祖
紀
四
「
﹝
趙
王
﹞
無
藩
國
之
義
、
減
死
可
也
、

侯
之
過
歟
。」

41　

唐
朝
を
指
す
。
宋·

文
天
祥
・
平
原
詩
「
唐
家
再
造
李
郭
力
、
若
論
牽
制
公
威
靈
。」

42　

唐
憲
宗
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）
淮
西
藩
鎮
吳
元
濟
を
蔡
州
で
打
ち
取
っ
た
前
後
五
年

に
及
ぶ
戦
争
を
さ
す
。
吳
元
濟
は
長
安
で
斬
首
さ
れ
た
。
韓
愈
「
平
淮
西
碑
」
が
あ
る
。

43　

山
中
の
寺
院
。
唐·

王
勃
・
益
州
綿
竹
縣
武
都
山
凈
慧
寺
碑
「
春
巖
橘
柚
、
影
入
山
堂
。」

44　

山
中
に
隠
居
す
る
士
大
夫
。
南
朝·

齊·

孔
稚
珪
・
北
山
移
文
「
蕙
帳
空
兮
夜
鶴
怨
、

山
人
去
兮
曉
猿
驚
。」

45　

月
を
指
す
。
唐·

韓
琮
・
春
愁
詩
「
金
烏
長
飛
玉
兔
走
、
青
鬢
長
青
古
無
有
。」

46　

詩
を
書
く
筆
。
詩
人
の
筆
。
宋·

梅
堯
臣
・
李
少
傅
鄭
圃
佚
老
亭
詩
「
春
禽
時
弄
吭
、

清
景
付
吟
筆
。」

47　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
菊
池
渓
琴
は
、
七
二
歳
。

48　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
兒
孫
繞
膝
家
人
賀
」
を
「
繞
膝
兒
孫
皆
獻
壽
」
に
作
り
、「
七
十

好
重
陽
」
を
「
七
十
二
重
陽
」
に
作
る
。
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罷
官
歸
在
碧
山
郷　
　

官
を
罷
め　

歸
り
て
碧
山
郷
に
在
り

籬
落
蕭
條
野
菊
香　
　

籬
落

49　

蕭
條

50　

野
菊
香
る

兒
孫
繞
膝
家
人
賀　
　

兒
孫

51　

膝
を
繞
り

52　

家
人
賀
す

吾
生
七
十
好
重
陽　
　

吾
生　

七
十　

好
重
陽　
（
下
平
七
陽
：
郷
、
香
、

陽
）

　

官
吏
を
辞
め
て
故
郷
（
和
歌
山
県
有
田
）
に
帰
り
、
緑
な
す
山
々
に
囲

ま
れ
た
土
地
に
住
む
。
家
の
生
垣
は
侘
し
く
疎
ら
で
、
野
菊
が
香
り
を

放
っ
て
い
る
。
子
や
孫
が
私
の
世
話
を
し
て
く
れ
、
家
族
は
祝
福
し
て
く

れ
る
。
私
は
七
十
歳
ま
で
長
生
き
し
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
重
陽
の
節
句
を

迎
え
ら
れ
た
。

　
　
　

九
月
十
九
日
携
兒
孫
遊
有
水
三
首　

其
一　
　

九
月
十
九
日　

児

孫
を
携
て
有
水
に
遊
ぶ
（
九
月
十
九
日
、
子
や
孫
を
連
れ
て
有あ

り
だ田
川
ま
で

出
か
け
た
）
三
首　

其
の
一

桃
花
洞
口
問
迷
津　
　

桃
花　

洞
口　

問
ふ
に
津
に
迷
ひ　

慚
為
晉
人
追
後
塵　
　

慚
づ　

晉
人
の
為
に　

後
塵
を
追
ふ
を

九
月
江
南
好
風
景　
　

九
月　

江
南　

好
風
景

一
家
行
樂
氣
成
春　
　

一
家　

行
樂　

氣　

春
を
成
す
（
上
平
十
一
真
：

津
、
塵
、
春
）

　

桃
花
洞
の
入
り
口
を
探
し
求
め
、
人
に
尋
ね
た
が
結
局
見
つ
か
ら
ず
、

東
晋
・
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
の
漁
師
に
及
ば
な
い
こ
と
を
恥
ず
か
し
く

思
っ
た
。
有
田
川
の
南
の
地
は
こ
の
九
月
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
景
色
で
、

我
が
一
家
の
行
楽
は
秋
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
春
の
よ
う
な
賑
わ
い

と
な
っ
た
。

　
　
　

其
の
二

53

白
蘋
紅
蓼
夕
陽
迷　
　

白
蘋

54　

紅
蓼

55　

夕
陽
に
迷
ふ

半
日
閑
遊
十
日
隄　
　

半
日　

閑
遊　

十
日
隄

石
鼎
烹
茶
雲
未
熟　
　

石
鼎

56　

茶
を
烹

57　

雲
未
だ
熟
さ
ず

孤
舟
流
入
石
潭
西　
　

孤
舟

58　

流
て
石
潭

59
の
西
に
入
る
（
上
平
八
齊
：

迷
、
隄
、
西
）

49　

生
垣
。
晉·

葛
洪
・
抱
樸
子
自
敘
「
貧
無
僮
僕
、
籬
落
頓
決
。
荊
棘
叢
於
庭
宇
、
蓬
莠

塞
乎
階
霤
。」

50　

侘
し
く
寂
れ
た
様
子
。『
楚
辭
』
遠
游
「
山
蕭
條
而
無
獸
兮
、
野
寂
漠
其
無
人
。」

51　

子
孫
。
ま
た
、
一
般
的
に
後
代
を
指
す
。
北
齊·

顏
之
推
『
顏
氏
家
訓
』
音
辭
「
非
唯

音
韻
舛
錯
、
亦
使
其
兒
孫
避
諱
紛
紜
矣
。」

52　

膝
下
を
取
り
囲
む
。
子
供
が
父
母
に
使
え
る
様
子
を
形
容
す
る
。『
花
月
痕
』
第
十
一

回
「
間
至
後
堂
、
團
圓
情
話
、
兒
童
繞
膝
、
婢
僕
承
顏
、
轉
把
癡
珠
一
腔
的
塊
磊
、
漸
漸
融

化
十
之
二
三
。」

53　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
十
日
隄
」
を
「
十
里
堤
」
に
作
る
。

54　

水
中
の
浮
草
。 

南
朝·

宋·

鮑
照
・
送
別
王
宣
城
詩
「
既
逢
青
春
獻
、
復
值
白
蘋
生
。」

55　

蓼
の
一
種
。
多
く
水
辺
に
生
え
、
花
は
淡
紅
色
で
あ
る
。
唐·

杜
牧
・
歙
州
盧
中
丞
見

惠
名
醞
詩
「
猶
念
悲
秋
更
分
賜
、
夾
溪
紅
蓼
映
風
蒲
。」

56　

陶
器
の
茶
道
用
具
。
北
周·

庾
信
・
周
柱
國
大
將
軍
拓
拔
儉
神
道
碑
「
居
常
服
翫
、
或

以
布
被
、
松
床
盤
案
之
間
、
不
過
桑
杯
、
石
鼎
。」

57　

茶
を
煮
る
。
漢·

王
褒
『
僮
約
』「
臛
芋
膾
魚
、
炰
鱉
烹
茶
。」

58　

孤
独
な
船
。
晉·

陶
潛
・
始
作
鎮
軍
參
軍
經
曲
阿
作
詩
「
眇
眇
孤
舟
遊
、
綿
綿
歸
思
紆
。」

59　

岩
に
囲
ま
れ
た
深
い
瀬
。
北
魏·

酈
道
元
『
水
經
注
』
潁
水
「
暘
旱
輟
津
、
而
石
潭
不
耗
、

道
路
游
憩
者
、
惟
得
餐
飲
而
已
。」
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白
い
浮
き
草
も
赤
い
蓼
も
、
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
て
赤
く
な
り
、
区
別
が

つ
か
な
い
。
半
日
ゆ
っ
た
り
と
船
を
有
田
川
に
浮
か
べ
十
日
隄
の
あ
た
り

で
過
ご
し
た
。
石
の
鼎
で
茶
を
沸
か
し
て
い
る
と
、
ま
だ
湯
気
も
出
な
い

う
ち
に
、
我
々
の
船
は
流
さ
れ
て
石
潭
の
西
側
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　

其
の
三　

兒
孫
繞
膝
坐
吟
詩　
　

兒
孫　

膝
を
繞
り　

坐
に
詩
を
吟
ず

蓬
底
微
風
裊
釣
絲　
　

蓬
底

60　

微
風　

釣
絲
を
裊ゆ

ら
す

枯
柳
洲
頭
看
洗
馬　
　

枯
柳

61
洲
頭　
　

馬
を
洗
ふ
を
看
る

水
邨
山
郭
賽
神
時　
　

水
邨

62　

山
郭

63　

神
を
賽
す
る

64
時
（
上
平
四
支
：

詩
、
絲
、
時
）

　

子
や
孫
が
膝
の
周
り
に
纏
い
付
く
中
、
漫
然
と
詩
歌
を
吟
詠
し
て
過
ご

し
て
い
た
が
、
船
の
覆
い
の
下
に
か
す
か
に
風
が
吹
き
、
釣
り
糸
が
揺
れ

る
。
眺
め
や
る
と
、
枯
れ
た
柳
の
あ
る
中
洲
の
ほ
と
り
で
一
日
の
仕
事
を

終
え
た
馬
を
洗
っ
て
い
る
の
が
目
に
入
り
、
川
辺
の
村
や
山
の
中
の
集
落

で
は
こ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
祭
り
の
時
期
で
あ
る
。

　
　
　

聞
五
瀨
某
赴
任
備
中
賦
此
遙
寄　

五
瀨
某
の
任
に
備
中

65
に
赴
く

を
聞
き
此
を
賦
し
遙
に
寄
す

月
落
樓
前
海
鹿
啼　
　

月
落
ち　

樓
前　

海
鹿
啼
く

海
天
秋
思
夜
潮
迷　
　

海
天
の
秋
思

66　

夜
潮
迷
ふ

故
人
今
夜
空
相
憶　
　

故
人　

今
夜　

空
く
相
憶
ひ

夢
繞
雲
濤
西
又
西　
　

夢
は
繞
る　

雲
濤　

西
又
た
西
（
上
平
八
齊
：
啼
、

迷
、
西
）

　

夜
も
更
け
て
、
月
は
西
に
傾
い
た
頃
、
楼
閣
の
前
で
は
ア
シ
カ
が
鳴
い

て
い
る
。
海
の
か
な
た
の
水
平
線
を
眺
め
る
と
、
夜
に
な
っ
て
満
潮
に
な

る
頃
、
秋
の
寂
し
い
気
持
ち
が
募
る
。
我
が
友
人
で
あ
る
五
瀨
ど
の
の
こ

と
を
今
夜
夢
の
中
で
、
虚
し
く
も
思
い
出
す
（
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
）。

夢
の
中
で
あ
な
た
の
居
ら
れ
る
あ
た
り
へ
、
雲
の
よ
う
な
波
を
こ
え
て
、

西
へ
西
へ
と
進
ん
で
い
く
。

　
　
　

晩
秋
偶
得
寄
示
家
霞
峰　

晩
秋　

偶
た
ま
得
た
り　

家
の
霞
峰

67 

に
寄
示
す

68

60　
「
篷
」
に
同
じ
。
船
の
上
部
の
覆
い 

前
蜀·

李
珣
・
南
鄉
子
詞
「
誰
同
醉
、
纜
卻
扁
舟

蓬
底
睡
。」

61　

枯
れ
た
柳
樹
、
柳
の
老
木
。
唐·

李
頎
・
題
盧
五
舊
居
詩
「
悵
望
秋
天
鳴
墜
葉
、
巑
岏

枯
柳
宿
寒
鴟
。」

62　

水
辺
の
村
落
。
唐·

杜
牧
・
江
南
春
絕
句
「
千
里
鶯
啼
綠
映
紅
、
水
村
山
郭
酒
旗
風
。」

63　

山
村
。
唐·

杜
甫
・
秋
興
詩
之
三
：
「
千
家
山
郭
靜
朝
暉
、
日
日
江
樓
坐
翠
微
。」

64　

神
を
祭
っ
て
も
て
な
す
。
唐·

張
籍
・
江
村
行
「
一
年
耕
種
長
苦
辛
、
田
熟
家
家
將
賽

神
。」

65　

旧
国
名
の
一
つ
。
山
陽
道
に
属
し
、
現
在
の
岡
山
県
の
西
部
。
古
く
吉
備
国
の
一
部
。

備
州
。

66　

秋
の
寂
し
い
思
い
。
唐·

沈
佺
期
・
古
歌
「
落
葉
流
風
向
玉
臺
、
夜
寒
秋
思
洞
房
開
。」

67　

菊
池
海
荘
『
海
荘
遺
稿
』
一
〇
五
丁
表
に
「
乙
亥
秋
日
。
族
人
霞
峰
、
子
靖
齋
見
贈
古

式
烏
帽
。
‥
‥
」

68　

送
っ
て
示
す
。
宋·

蘇
軾
・
與
蔡
景
繁
書
之
六
「
大
篇
或
可
追
賦
、
果
寄
示
、
幸
甚
幸

甚
。」
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君
恩
新
賜
看
山
福　
　

君
恩

69　

新
た
に
賜
ふ　

山
を
看
る
福

歸
臥
南
山
舊
書
屋　
　

歸
臥

70
す　

南
山

71　

舊
書
屋

72

薄
酒
微
醺
不
須
扶　
　

薄
酒

73　

微
醺

74　

扶
く
る
を
須
ひ
ず

先
生
獨
訪
隣
園
菊　
　

先
生　

獨
訪
す　

隣
園
の
菊
（
入
聲
一
屋
：
福
、屋
、

菊
）

　

陛
下
の
ご
恩
を
新
た
に
賜
り
、
隠
居
し
て
山
々
を
見
る
幸
福
を
手
に
入

れ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
故
郷
に
帰
り
、
南
山
の
麓
で
古
い
書
斎
の
中
に
い

る
。
薄
い
酒
を
飲
ん
で
少
し
よ
っ
た
が
、
助
け
起
こ
す
必
要
は
な
い
。
わ

た
し
は
、
一
人
で
隣
の
庭
の
菊
を
訪
ね
に
行
く
と
し
よ
う
。

　
　
　

南
遊
柬
瀬
見
善
水　

南
遊
し
て
瀬
見
善
水

75
に
柬
す

路
傍
敗
菊
晩
香
殘　
　

路
傍
の
敗
菊　

晩
香

76
殘
す

69　

君
主
の
恩
惠
。

70　

官
を
辞
し
て
帰
郷
す
る
。
唐·

韓
愈
・
順
宗
實
錄
二
「
﹝
賈
耽
、
鄭
珣
瑜
﹞
二
相
皆
天

下
重
望
、
相
次
歸
臥
。」

71　

広
く
南
向
き
の
山
を
指
す
。 

晉·

陶
潛
・
飲
酒
詩
之
五
「
採
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
。」

72　

書
斎
。
唐·

王
建
・
書
贈
舊
渾
二
曹
長
詩
「
替
飲
觥
籌
知
戶
小
、
助
成
書
屋
見
家
貧
。」

73　

味
の
薄
い
、
強
く
な
い
酒
。
接
客
の
至
ら
ぬ
様
を
謙
遜
す
る
言
葉
。『
史
記
』
禮
書
「
大

饗
上
玄
尊
而
用
薄
酒
、
食
先
黍
稷
而
飯
稻
粱
、
祭
嚌
先
大
羹
而
飽
庶
羞
、
貴
本
而
親
用
也
。」

74　

ほ
ろ
酔
い
。『
宋
史
』
邵
雍
傳
「
旦
則
焚
香
燕
坐
、
晡
時
酌
酒
三
四
甌
、
微
醺
即
止
、

常
不
及
醉
也
。」

75　
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
瀬
見
善
水 

せ
み

－

よ
し
お
：
一
八
二
七

－

九
二　

幕
末

－

明
治

時
代
の
歌
人
。
文
政
一
〇
年
生
ま
れ
。
紀
伊
日
高
郡
（
和
歌
山
県
）
の
大
庄
屋
。
本
居
内
遠
、

伊
達
千
広
ら
に
つ
い
て
和
歌
を
ま
な
ぶ
。
明
治
二
年
和
歌
山
藩
少
参
事
、
一
二
年
和
歌
山
県

会
議
員
と
な
っ
た
。
明
治
二
五
年
一
月
一
三
日
死
去
。
六
六
歳
。
通
称
は
彦
右
衛
門
。
号
は

翠
湾
、
鳥
岳
山
人
。

76　

菊
花
を
指
す
。
宋
・
韓
琦
に
「
且
看
黃
花
晩
節
香
」
句
に
基
づ
く
。

落
日
青
烟
結
暮
寒　
　

落
日

77　

青
烟　

暮
寒
を
結
ぶ

數
里
青
山
紅
葉
底　
　

數
里　

青
山　

紅
葉
の
底

風
流
野
客
訪
清
官　
　

風
流

78　

野
客

79　

清
官

80
を
訪
ふ
（
上
平
十
四
寒
：

殘
、
寒
、
官
）

　

道
端
の
枯
れ
た
菊
は
、
晩
秋
の
香
り
も
損
な
わ
れ
、
夕
日
の
中
、
青
い

霧
が
年
末
の
寒
さ
を
閉
じ
込
め
て
い
る
。
数
里
に
わ
た
る
青
い
霧
の
か

か
っ
た
山
の
紅
葉
の
下
で
、
風
流
人
で
あ
る
村
人
の
私
は
清
廉
な
政
府
高

官
で
あ
る
瀬
見
善
水
ど
の
を
訪
問
す
る
。

　
　
　

淨
國
寺
觀
亡
友
梁
星
嵓
夫
妻
詩
画
幅
二
首　

其
一　
　

淨
國
寺
に

て
亡
友
梁
星
嵓

81
夫
妻
の
詩
画
幅
を
觀
る
二
首　

其
の
一

77　

夕
陽
。
ま
た
、
夕
焼
け
。
南
朝·

宋·

謝
靈
運
・
廬
陵
王
墓
下
作
詩
「
曉
月
發
雲
陽
、

落
日
次
朱
方
。」

78　

世
俗
的
で
な
い
優
雅
さ
、
上
品
。『
後
漢
書
』
方
術
傳
論
「
漢
世
之
所
謂
名
士
者
、
其

風
流
可
知
矣
。」

79　

田
舎
の
人
。
多
く
隠
者
を
指
す
。
唐·

杜
甫
・
柟
樹
為
風
雨
所
拔
嘆
詩
「
野
客
頻
留
懼

雪
霜
、
行
人
不
過
聽
竽
籟
。」

80　

清
廉
潔
白
な
官
吏
。『
晉
書
』
劉
頌
傳
「
約
己
潔
素
者
、
蒙
儉
德
之
報
、
列
於
清
官
之

上
。」

81　
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
梁
川
星
巌
：
や
な
が
わ
せ
い
が
ん 

（
一
七
八
九

－

一
八
五
八
）。
江
戸
時
代
後
期
の
漢
詩
人
。
名
、
孟
緯
。
字
、
公
図
。 

一
九
歳
の
と
き
江
戸

に
出
て
山
本
北
山
の
奚
疑
塾
に
学
び
、
先
輩
詩
人
と
交
わ
っ
て
詩
才
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
の

後
各
地
を
遊
歴
し
て
菅
茶
山
や
頼
山
陽
ら
と
詩
文
を
か
わ
し
、「
文
の
山
陽
、
詩
の
星
巌
」

と
う
た
わ
れ
た
。
天
保
五
（
一
八
三
四
） 

年
再
び
江
戸
に
帰
っ
て
神
田
お
玉
が
池
に
玉
池
吟

社
を
開
き
、
後
進
を
指
導
し
な
が
ら
江
戸
の
詩
壇
に
新
風
を
起
し
た
。
弘
化
二 

（
一
八
四
五
） 

年
に
京
都
に
移
り
、
勤
王
の
志
士
た
ち
と
討
幕
運
動
に
従
事
し
た
が
、
安
政
の
大
獄
の
直
前

に
急
死
。
初
め
北
山
の
説
を
奉
じ
宋
詩
を
範
と
し
た
が
、
の
ち
唐
詩
を
信
奉
し
、
さ
ら
に
明
、
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泫
然
涙
下
舊
時
親　
　

泫
然

82　

涙
だ
下
る　

舊
時

83
の
親

故
人
玉
骨
没
風
塵　
　

故
人　

玉
骨

84　

風
塵

85
に
没
す

三
樹
陂
頭
明
月
夜　
　

三
樹

86　

陂
頭　

明
月
の
夜

鶴
悲
梅
瘦
不
成
春　
　

鶴
悲
し
み　

梅
瘦　

春
を
成
さ
ず
（
上
平
十
一
眞
：

親
、
塵
、
春
）

　

旧
時
の
親
友
で
あ
っ
た
梁
川
星
巌
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
涙
が
流
れ

る
。
優
れ
た
才
能
を
も
つ
彼
は
幕
末
の
動
乱
の
中
で
亡
く
な
っ
た
。
絵
に

は
、
安
政
の
大
獄
で
獄
死
し
た
、
星
巌
の
弟
子
で
あ
る
頼
三
樹
三
郎
を
連

想
さ
せ
る
三
本
の
樹
木
が
植
わ
っ
た
土
手
の
ほ
と
り
の
名
月
の
夜
が
描
か

れ
、
鶴
は
悲
し
み
、
柳
は
や
せ
衰
え
、
喜
ば
し
い
季
節
の
春
と
な
っ
て
い

な
い
。

　
　
　

其
の
二

横
斜
影
没
月
如
煤　
　

横
斜

87　

影
没
し
て　

月
煤
の
如
し

三
樹
陂
頭
暮
笛
哀　
　

三
樹　

陂
頭　

暮
笛
哀
し
む

苦
節
唯
將
殘
墨
寫　
　

苦
節

88　

唯
だ
殘
墨
を
將も

ち
て
寫
す
の
み

一
生
不
復
畫
紅
梅　
　

一
生　

復
た
紅
梅
を
畫
か
ず
（
上
平
十
灰
：
煤
、
哀
、

梅
）

　

画
中
で
は
、
梅
の
木
の
横
に
伸
び
た
枝
の
影
も
、
月
が
煤
の
よ
う
に
暗

く
な
っ
た
た
め
闇
の
中
で
あ
る
。
画
中
の
三
本
の
樹
木
が
植
わ
っ
た
土
手

の
ほ
と
り
に
、
年
末
の
笛
の
音
は
哀
し
く
響
く
。
梁
川
星
巌
の
夫
人
は
節

操
を
固
く
ま
も
り
志
を
貫
徹
す
る
中
、
磨
り
減
っ
た
墨
を
擦
っ
て
、
梅
花

を
描
き
、
一
生
二
度
と
紅
梅
を
描
か
な
か
っ
た
。

　
　
　

呈
瀨
見
善
水　
　

瀨
見
善
水
に
呈
す

環
海
杞
憂
日
夜
深　
　

環
海

89　

杞
憂

90　

日
夜
深
し

清
の
詩
風
を
学
ん
で
清
新
な
詩
風
を
鼓
吹
し
、
特
に
七
言
律
詩
に
長
じ
て
い
た
。
ま
た
妻
の

紅
蘭
も
閨
秀
詩
人
と
し
て
名
高
い
。『
星
巌
集
』、『
星
巌
先
生
遺
稿
』
な
ど
が
あ
る
。

『
美
術
人
名
辞
典
』
梁
川
紅
蘭 

や
な
が
わ 

こ
う
ら
ん
：
画
家
。
名
は
景
婉
、
字
道
華
、
号

紅
蘭
亭
。
星
巌
の
室
。
自
ら
張
氏
と
称
す
。
美
濃
の
人
。
聡
明
に
し
て
詩
文
を
よ
く
し
、
中

林
竹
洞
に
画
を
学
ん
で
山
水
花
弁
を
よ
く
し
た
。
常
に
星
巌
に
随
っ
て
諸
国
の
山
川
の
勝
を

探
り
一
対
の
好
夫
婦
と
賛
え
ら
れ
た
。
頼
三
樹
三
郎
等
の
志
士
が
出
入
し
た
た
め
幕
吏
の
疑

う
と
こ
ろ
と
な
り
安
政
の
大
獄
に
は
星
巌
は
己
に
歿
し
て
い
た
も
の
の
紅
蘭
は
投
獄
さ
れ
た

が
遂
に
正
義
を
つ
ら
ぬ
き
許
さ
れ
た
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
歿
、
七
六
才
。

82　

涙
の
流
れ
る
様
。『
禮
記
』
檀
弓
上
「
孔
子
泫
然
流
涕
曰
：
‘
吾
聞
之
、
古
不
脩
墓
。’」

83　

過
去
、
昔
日
。『
後
漢
書
』
東
平
憲
王
蒼
傳
「
閒
饗
衛
士
於
南
宮
、
因
閱
視
舊
時
衣
物
。」

84　

痩
せ
て
美
し
い
体
つ
き
。
多
く
は
女
性
の
体
の
形
容
。
唐·

李
商
隱
・
偶
成
轉
韻

七
十
二
句
贈
四
同
舍
「
天
官
補
吏
府
中
趨
、
玉
骨
瘦
來
無
一
把
。」

85　

風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
土
埃
。
戦
争
や
騒
乱
、
俗
世
間
を
指
す
。
漢·

焦
贛
『
易
林
』

坎
之
咸
「
風
塵
暝
迷
、
不
見
南
北
、
行
人
失
路
、
復
反
其
室
。」

86　

美
術
人
名
辞
典
：
頼
三
樹
三
郎
ら
い

－

み
き
さ
ぶ
ろ
う
：
幕
末
の
志
士
・
儒
者
。
京
都

生
。
頼
山
陽
の
三
男
。
名
は
醇
、
字
は
子
春
、
別
号
に
鴨
崖
等
。
後
藤
松
陰
・
篠
崎
小
竹
・

佐
藤
一
斎
・
梁
川
星
巌
ら
に
学
ぶ
。
尊
攘
論
を
唱
え
、
星
巌
・
梅
田
雲
浜
ら
と
国
事
に
奔
走
。

安
政
の
大
獄
に
連
座
し
た
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
歿
、
三
五
才
。

87　

横
に
な
っ
た
り
斜
め
に
な
っ
た
り
。
多
く
梅
や
竹
な
ど
花
木
の
枝
や
影
を
形
容
す
る
。

宋
・
林
逋
『
山
園
小
梅
』
詩
「
疏
影
橫
斜
水
清
淺
、
暗
香
浮
動
月
黃
昏
。」

88　
『
易
』
節
「
節
、
亨
。
苦
節
、
不
可
貞
」。
本
来
は
、
甚
だ
し
く
倹
約
す
る
こ
と
を
指
し

た
が
、
の
ち
に
、
節
操
を
固
く
守
り
、
志
を
失
わ
な
い
こ
と
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

89　

天
下
。『
晉
書
』
涼
武
昭
王
李
玄
盛
傳
論
「
覆
簣
創
元
天
之
基
、
疏
涓
開
環
海
之
宅
。」

90　
「
杞
人
憂
天
」
の
略
語
。
不
必
要
な
憂
慮
。『
列
子
』
天
瑞
「
杞
國
有
人
、
憂
天
地
崩
墜
、

身
亡
所
寄
、
廢
寢
食
者
」。
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與
君
相
遇
話
幽
襟　
　

君
と
相
遇
ひ　

幽
襟

91
を
話
す

翠
灣
秋
水
明
如
鏡　
　

翠
灣　

秋
水

92　

明
ら
か
な
る
こ
と 

鏡
の
如
し

照
出
布
衣
一
片
心　
　

照
出
す　

布
衣

93　

一
片
の
心
（
下
平
十
二
侵
：
深
、

襟
、
心
）

　

世
間
は
無
駄
な
心
配
を
し
て
、
日
々
、
そ
れ
は
深
ま
っ
て
い
る
。
あ
な

た
と
お
会
い
し
て
我
が
胸
の
内
を
明
か
そ
う
。
秋
に
な
っ
て
湾
は
緑
の
水

を
た
た
え
、
鏡
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
わ
た
く

し
の
心
を
映
し
出
し
た
よ
う
だ
。

　
　
　

福
井
老
公
索
詩
書
此
上
左
右　
　

福
井
老
公

94　

詩
を
索
る
に
此

を
書
し
て
左
右

95
に
上
る

海
曲
秋
高
悲
水
煙　
　

海
曲

96　

秋
高

97
く　

水
煙

98
を
悲
し
む

91　

心
の
中
に
隠
れ
た
情
感
。
唐·

杜
甫
・
奉
觀
嚴
鄭
公
廳
事
岷
山
沱
江
圖
畫
詩
「
繪
事
功

殊
絕
、
幽
襟
興
激
昂
。」

92　

秋
の
川
水
、
湖
水
、
雨
水
。『
莊
子
』
秋
水
「
秋
水
時
至
、
百
川
灌
河
。」

93　

一
般
人
。『
荀
子
』
大
略
「
古
之
賢
人
、
賤
為
布
衣
、
貧
為
匹
夫
。」

94　
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
松
平
慶
永 

ま
つ
だ
い
ら

－

よ
し
な
が
：
一
八
二
八

－

九
〇　

江

戸
時
代
後
期
の
大
名
。
文
政
一
一
年
九
月
二
日
生
ま
れ
。
田
安
斉
匡
の
八
男
。
松
平
斉
善
の

養
子
と
な
り
、
天
保
九
年
越
前
福
井
藩
主
松
平
家
一
六
代
。
中
根
雪
江
ら
を
登
用
し
て
藩
政

の
改
革
を
す
す
め
る
。
将
軍
継
嗣
で
は
一
橋
慶
喜
を
擁
立
。
安
政
五
年
大
老
井
伊
直
弼
と
対

立
し
て
隠
居
謹
慎
と
な
る
。
文
久
二
年
政
事
総
裁
職
に
つ
い
て
公
武
合
体
に
つ
と
め
る
。
明

治
二
年
民
部
卿
兼
大
蔵
卿
。
三
年
す
べ
て
の
公
職
を
辞
し
た
。
明
治
二
三
年
六
月
二
日
死
去
。

六
三
歳
。
号
は
春
岳
、
礫
川
。
越
前
守
。
著
作
に
「
逸
事
史
補
」
な
ど
。

95　

手
紙
文
で
相
手
方
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
漢·

司
馬
遷
・
報
任
少
卿
書
「
是

僕
終
已
不
得
舒
憤
懣
以
曉
左
右
。」

96　

海
の
湾
、
入
り
海
。
晉·

陸
機
・
齊
謳
行
「
營
丘
負
海
曲
、
沃
野
爽
且
平
。」

97　

秋
の
空
が
晴
れ
渡
っ
て
澄
み
き
っ
た
様
子
。
唐·

杜
甫
・
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
「
八
月

秋
高
風
怒
號
、
卷
我
屋
上
三
重
茅
。」

巴
歈
歌
起
月
明
前　
　

巴
歈

99　

歌
起
る　

月
明
の
前

蘆
花
撩
亂
風
吹
去　
　

蘆
花
100　

撩
亂
101
と
し
て　

風
吹
き
去
る

飛
上
九
重
臺
閣
邊　
　

飛
び
上
る　

九
重
102　

臺
閣
103
の
邊
（
下
平
一
先
：

煙
、
前
、
邊
）

　

秋
の
澄
み
切
っ
た
空
の
下
、
海
に
面
し
た
湾
に
霧
が
か
か
る
よ
う
に
、

い
ま
世
情
は
不
穏
な
状
況
と
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
く
思
う
。
世
間
で
は
、

巴
渝
地
区
の
武
人
の
歌
の
よ
う
な
勇
ま
し
い
武
士
の
歌
声
が
月
あ
か
り
の

下
で
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。
強
く
風
が
吹
き
水
辺
の
葦
の
花
は
乱
れ
、
吹

き
飛
ば
さ
れ
た
花
は
天
子
の
お
ら
れ
る
宮
中
の
建
物
の
あ
た
り
ま
で
達
す

る
ほ
ど
で
あ
る
。（
世
の
中
の
激
し
い
変
化
は
人
々
の
生
活
を
か
き
乱
し
、

そ
の
余
波
は
天
子
様
の
と
こ
ろ
ま
で
聞
こ
え
て
い
る
）

　
　
　

再
登
紀
三
井
寺
大
悲
閣
二
首　

其
一　
　

再
び
紀
三
井
寺
104
の
大

98　

水
面
の
霧
。
南
朝·

梁
簡
文
帝
・
登
烽
火
樓
詩
「
水
煙
浮
岸
起
、
遙
禽
逐
霧
征
。」

99　

巴
渝
舞
或
い
は
巴
渝
歌
を
指
す
。
漢·

桓
寬
『
鹽
鐵
論
』
刺
權
「
鳴
鼓
『
巴
歈
』、
作

於
堂
下
」。
巴
渝
舞
は
、
中
国
古
代
の
巴
・
渝
地
域
の
民
間
武
舞
で
あ
る
。
周
代
初
期
に
黄

河
中
下
流
域
に
伝
わ
り
、
軍
隊
の
楽
舞
に
採
用
さ
れ
た
。

100　

ア
シ
の
綿
毛
。
隋·

江
總
・
贈
賀
左
丞
蕭
舍
人
詩
「
蘆
花
霜
外
白
、
楓
葉
水
前
丹
。」

101　

乱
れ
る
さ
ま
。
唐·

韋
應
物
・
答
重
陽
詩
「
坐
使
驚
霜
鬢
、
撩
亂
已
如
蓬
。」

102　

禁
裏
、
朝
廷
を
指
す
。 

唐·

盧
綸
・
秋
夜
即
事
詩
「
九
重
深
鎖
禁
城
秋
、
月
過
南
宮
漸

映
樓
。」

103　

漢
代
に
尚
書
台
を
指
し
た
。
後
に
広
く
中
央
政
府
機
構
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

『
後

漢
書
』
仲
長
統
傳
「
光
武
皇
帝
慍
數
世
之
失
權
、
忿
彊
臣
之
竊
命
、
矯
枉
過
直
、
政
不
任
下
、

雖
置
三
公
、
事
歸
臺
閣
。」
李
賢
注
「
臺
閣
、
謂
尚
書
也
。」

104　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
紀
三
井
寺
：
和
歌
山
市
紀
三
井
寺
に
あ
る
救
世
観
音
宗
の
総
本
山
、

護
国
院
の
通
称
。
寺
域
に
三
か
所
の
霊
水
が
あ
る
の
で
、
大
津
の
三
井
寺
（
園
城
寺
）
に
対

し
て
紀
州
の
意
の
「
紀
」
の
字
を
冠
し
た
こ
の
名
が
あ
る
。
西
国
三
十
三
所
の
第
二
番
札
所
。
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悲
閣
に
登
る
二
首　

其
の
一
105

吾
是
清
平
詩
酒
仙　
　

吾
は
是
れ　

清
平
106　

詩
酒
の
仙
107

大
悲
閣
上
弄
風
烟　
　

大
悲
閣
上　

風
烟
108
を
弄
す

慈
雲
湏
惹
養
花
雨　
　

慈
雲　

湏
ら
く
惹
べ
し　

養
花
の
雨

載
酒
又
浮
春
水
舩　
　

酒
を
載
せ　

又
た
浮
ぶ　

春
水
の
舩　
（
下
平
一
先
：

仙
、
烟
、
舩
）

　

私
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
平
和
な
世
を
「
清
平
調
詞
」
と
し
て
詩
に
詠
ん

だ
酒
好
き
の
詩
仙
で
あ
る
李
白
の
よ
う
に
、
こ
の
紀
三
井
寺
の
大
悲
閣
に

登
っ
て
周
り
の
風
景
を
詩
に
詠
も
う
と
し
て
い
る
。
御
仏
の
広
大
な
慈
悲

の
心
は
、
雲
の
よ
う
に
世
の
中
を
覆
い
、
き
っ
と
花
を
咲
か
せ
る
雨
を
降

ら
せ
る
で
あ
ろ
う
。
花
が
咲
い
た
ら
、
私
は
、
ま
た
船
に
酒
を
乗
せ
て
、

春
の
海
（
和
歌
の
浦
）
に
浮
か
べ
船
遊
び
を
し
よ
う
。

　
　
　

其
の
二
109

時
平
萬
物
共
昭
昭　
　

時
平
110　

萬
物　

共
に
昭
昭
111

雨
洗
山
河
夭
氣
消　
　

雨　

山
河 

を
洗
ひ　

夭
氣
112
消
ゆ

水
自
含
春
山
自
笑　
　

水
は
自
ら　

春
を
含
み
113　

山
は
自
ら
笑
ふ

不
須
詩
客
説
蕭
條　
　

須
ひ
ず　

詩
客
114　

蕭
條
115
を
説
く
を
（
下
平
二
蕭
：

昭
、
消
、
條
）

　

時
代
は
平
和
で
、
す
べ
て
の
も
の
が
光
り
輝
い
て
い
る
。
雨
は
山
河
を

潤
し
、
邪
悪
な
気
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
和
歌
の
浦
の
水
面
は
春
景
色
を

映
し
出
し
、
山
は
自
然
と
笑
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
詩
人
が
寂
し
い
様

子
を
詩
に
す
る
必
要
は
な
い
。

105　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
再
登
紀
三
井
寺
大
悲
閣
」
を
「
紀
三
井
寺
大
悲
閣
書
懐
」
に
作

り
、「
湏
惹
」
を
「
已
惹
」
に
作
り
、「
載
酒
又
浮
」
を
「
喚
友
好
浮
」
に
作
る
。

106　

清
平
調
は
、
唐
の
大
曲
の
名
で
、
唐
の
開
元
年
間
、
李
白
が
翰
林
供
奉
で
あ
っ
た
時
、

玄
宗
皇
帝
が
、
楊
貴
妃
と
共
に
芍
薬
を
鑑
賞
し
、
李
白
に
命
じ
て
、
新
し
く
清
平
調
に
歌
詞

を
つ
け
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
唐·

李
濬
『
松
窗
雜
錄
』、
宋·

王
灼
『
碧
雞
漫
志
』

卷
五
。

107　

詩
仙
は
、
唐
代
の
詩
人
李
白
を
指
す
。
李
白
は
、
賀
知
章
か
ら
「
謫
仙
人
」
と
呼
ば
れ

た
の
で
、
後
世
、
李
白
を
詩
仙
と
呼
ん
だ
。 

宋·

楊
萬
里
・
望
謝
家
青
山
太
白
墓
詩
「
六
朝

陵
墓
今
安
在
？
只
有
詩
仙
月
下
墳
。」

108　

景
色
。 

唐·

駱
賓
王
・
在
江
南
贈
宋
五
之
問
詩
「
風
煙
標
迥
秀
、
英
靈
信
多
美
。」

109　
『
海
荘
遺
稿
』
で
は
、「
夭
氣
」
を
「
妖
氣
」
に
作
る
。

110　

太
平
の
世
の
中
。
南
朝·

梁
簡
文
帝
・
南
郊
頌
序
「
塵
清
世
晏
、
倉
兕
無
用
其
武
功
；

運
謐
時
平
、
鵷
鷺
咸
修
其
文
德
。」 

111　

明
ら
か
で
あ
る
様
子
。『
楚
辭
』
九
歌
・
雲
中
君
「
靈
連
蜷
兮
既
留
、
爛
昭
昭
兮
未
央
。」 

王
逸
注
「
昭
昭
、
明
也
。」

112　

邪
悪
な
気
。
漢
王
充
『
論
衡
』
言
毒
「
妖
氣
生
美
好
、
故
美
好
之
人
多
邪
惡
。」

113　

春
景
色
を
含
む
。
南
朝·

梁
簡
文
帝
・
列
燈
賦
「
草
含
春
而
動
色
、
雲
飛
采
而
輕
來
。」

114　

詩
人
。
唐·

白
居
易
・
朝
歸
書
寄
元
八
詩
「
禪
僧
與
詩
客
、
次
第
來
相
看
。」

115　

寂
し
く
落
ち
ぶ
れ
た
様
子
。『
楚
辭
』
遠
游
「
山
蕭
條
而
無
獸
兮
、
野
寂
漠
其
無
人
。」


